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■■  ははじじめめにに  
海洋生物は高い塩分濃度で生活しており自身がイオン

導電性等をもっている。そのため外部で化学反応を行った
時はその反応と敏感に反応する。さらに強靭な繊維組織
をもつために天然繊維として応用できる。我々は現在まで
にポリアニリンやポリチオフェンの導電性ポリマーの合成を
行ってきた。しかし発達した電子による共役性のために
剛直であり、溶融しないことや溶媒への溶解性も低く、加
工性が低い。つまり導電性高分子で繊維やプラスチック材
料を作成することには工夫が必要となる。そこで導電性高
分子ポリアニリンを合成する際に海洋生物を存在させ、そ
の表面で重合を行い、同時にコンポジット化を行う方法を
着想した。これにより海洋植物、特に藻類上に導電性高分
子を簡便にコートできる。その結果、藻類と導電性高分子
のコンポジットを作成することができる。まず、合成した天
然物/導電性ポリマーコンポジットの電気伝導度およびキ
ャリアであるラジカルカチオンであるポーラロンの存在を電
子スピン共鳴で調べる。ここで、用いた紅藻類であるオオ
ブサを(Fig.1)に示す。紅藻類のため赤く着色している。ま
た繊維状に伸びた茎は多くにに枝分かれしている。このこ
とは、表面積が大きなランダム繊維材料を作成することに
向いている。また別種の海洋性藻類としてアオサを用いた
導電性高分子/バイオ複合材料も行った。その表面は、オ
オブサと異なり、多数の凹凸をもつ(Fig.2)。このことは多種
の異なる表面構造をもつ海洋性藻類上に導電性高分子を
合成過程とともにデポジットが可能であることを示唆してい
る。重合は海水中でも可能である。 
さらに本研究では陸上植物であるクローンコエのポリア

ニリンとの複合化も行った。このことから水系となじみのあ
る表面をもつ植物全般はポリアニリンの合成時にコンポジ
ット化が可能と分かった。 

 
■■  活活動動内内容容  
１．ポリマー合成 
モノマーであるアニリンおよび硫酸を水中に分散させ、

アニリン硫酸塩を作成した。ここにオオブサおよびクローン
コエを加えて0 Cに冷却し撹拌した。これにより植物表面
にもモノマー種が吸着された。次に重合反応を行うため、
酸化剤であるペルオキソ二硫酸アンモニウムを加え続けて
0 Cで撹拌した。24時間後、これを取り出したのち風乾し
てコンポジットを得た。またアオサとポリピロールのコンポ
ジットの作成も行った(Fig. 2)。 

２．測定 
次にこの表面を赤外分光法で測定し、吸着されたポリア

ニリンと藻類の基本分子骨格であるセルロース構造を同定
した。さらに電子スピン共鳴によりコンポジット中の電気伝
導を担うキャリヤーであるポーラロンの存在を確認した。電
気伝導測定は四端子法により測定した。 
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Fig. 2. アオサと導電性高分子ポリピロールのコン
ポジットの微分干渉顕微鏡写真 

 

Fig. 1. 紅藻類 
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